
平成 28 年 8 月 1 日 

株式会社 大塚商会 

 

コーポレートガバナンスに関する基本方針 

  

１．株主の権利・平等性の確保 

当社は、株主を会社にとっての重要なステークホルダーと位置付け、株主との中長期的

な信頼関係の構築が、経営の重要課題の一つであると認識しております。 

 そのため、全ての株主に対し、実質的な平等を確保するための体制整備に努め、株主が

適切に権利を行使することができる環境の整備に努めております。 

 

２．株主以外のステークホルダーとの適切な協働 

当社は、会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の創出のために、株主はもとより、

株主以外のステークホルダー（従業員、顧客、取引先、債権者、地域社会等）との適切な

協働に努め、強固な信頼関係の構築に取り組んでおります。 

 当社は、ミッションステートメントに定める企業倫理と遵法の精神に基づき、コンプラ

イアンスの徹底、経営の透明性と公正性の向上により、環境変化への機敏な対応と競争力

の強化を目指すことを、コーポレートガバナンスの基本的な方針、目的としており、取締

役会にて率先して推進しております。 

 

３．適切な情報開示と透明性の確保 

当社は、財務情報、非財務情報について、法令に基づく開示を適時、適切、公平かつ継

続的に行うとともに、法令に基づく開示以外の情報提供についても適切に取り組んでおり

ます。 

 

４．取締役会等の責務 

当社は、会社法上の機関設計として監査役会設置会社を選択し、取締役会が経営の重要

な意思決定及び業務執行の監督を行うとともに、取締役会から独立した監査役及び監査役

会が、取締役の職務執行状況等の監査を実施しております。  

また、業務執行に係る迅速な意思決定を行うため、執行役員制度を採用しております。 

取締役会は、株主に対する受託者責任・説明責任及び株主以外の様々なステークホルダー

に対する責務を負っていることを踏まえ、会社の持続的成長と中長期的な企業価値の向上

を目指し、収益力・資本効率等の改善を図っております。 

 

５．株主との対話 

当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資するため、株主総会以外の場に

おいても、経営陣幹部や取締役が、株主と対話を行い、自らの経営方針を株主にわかりや

すく説明し、その理解を得ることが重要であると認識しております。 

 そのため、当社は社長室がＩＲを担当し、当社への理解を深めていただくため、定期的

に株主・投資家との対話を行う機会を設けております。 

 

以上 


